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はじめに	

中３の地学の授業で湿度について、化学の授業でペーパ

ークロマトグラフィーを学んだ。今回、理科の自由研究を

するにあたり、さらに湿度について知りたいと思った。ま

た、ペーパークロマトグラフィーについても、自分自身で

実験してみたかった。そこで、ペーパークロマトグラフィ

ーの実験結果から湿度を知ることはできないかと考え、屋

内と屋外で実験してみた。 

方法	

試験紙(※1)をクリップで爪楊枝に挟み付ける。汲み置

きの水道水 20ml が入ったプラスチック瓶に垂直になるよ

うに入れる。試験紙が汲み置き水に触れたときにキッチン

タイマーをスタートさせる。標線まで水性ペンのインクが

達したらその時点で終わりとするが、60 分経っても標線

に達しない場合はそこで終わりとする。	

※1	ろ紙が縦 10 ㎝、横 2 ㎝になるようにする。下から 2

㎝のところに水性ペンで直線を引く。水性ペンの線が引か

れている位置から 5㎝のところに油性ペンで線を引く。ろ

紙の上部は爪楊枝を試験紙に対して垂直になるように入

れ、クリップで止める。	

	

結果・考察	

屋外(※2)では、下の表から見てほとんどが 35㎜を越え
ている。この結果を散布図にすると、右上がりの直線にな

った。このことから湿度が高いと展開距離も大きくなると

いうことがわかる。 
一方の屋内(※3)では、散布しており関連性を見つける

ことは難しい。散布図にしてもやや右下がりの直線にしか

なっていない。 
この二つの結果から、屋外は低温低湿であるから展開

距離が大きくなりやすく結果が二つに割れるということ

がわかった。屋内は高温多湿であり夏の気候と似ている。

また屋外と比べ散布図に特徴が表れなかった。これは一定

の湿度より高くなると展開距離に差がみられないという

ことを表している。 
※2 

※3 

	

まとめ	

今回この実験から低温低湿の状態だと展開距離は大き

くなり、まとまるということが分かった。また 1/8は午後
から 1/9は午前中に雨が降った。どちらもほかの時間に比
べると展開していないことから、ペーパークロマトグラフ

ィーを簡易的な湿度の観測に使用できるということにな

る。ただし高温多湿になる夏の時期では展開距離に差がみ

られないため、湿度計にはならない。 
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